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孟
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中
学
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中
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校
第
三
学
年

南
雲
　
元
子

　
　
　
松
代
中
学
校

　
恒
例
の
町
書
初
展
覧
会
を
－
月
1
8
日

～
19
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
町
総
合
セ

ン
タ
ー
3
階
大
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　
毎
年
一
般
の
皆
様
と
各
学
校
の
ご
協

力
を
得
て
、
町
教
育
振
興
会
と
公
民
館

が
主
催
し
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
が
、

今
年
は
、
小
．
中
学
校
児
童
・
生
徒
の

部
二
二
七
点
、
一
般
の
部
二
二
六
点
の

出
品
に
加
え
、
松
代
高
校
よ
り
一
八
点
、

福
島
部
落
仲
よ
し
お
習
字
会
よ
り
二
八

点
が
出
品
さ
れ
盛
大
に
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

　
ご
出
品
、
設
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
し
た
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。　

な
お
、
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
の

部
特
選
．
準
特
選
を
表
彰
し
、
出
品
作

に
対
し
奨
励
賞
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。
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《町》

》
　
　
》

議
会

《
　
　
／
“
￥

第
一
回
臨
時
会
か
ら

　
2
月
3
日
町
議
会
第
一
回
臨
時
会
が

招
集
さ
れ
、
特
別
職
職
員
の
給
与
改
定

な
ど
4
案
件
が
付
議
・
議
決
さ
れ
ま
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

議
第
－
号

　
昭
和
5
2
年
度
松
代
町
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
6
号
）

　
（
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ
ぞ

　
れ
九
六
万
二
千
円
を
追
加
、
総
額
を

　
そ
れ
ぞ
れ
一
八
億
四
千
九
二
七
万
三

　
千
円
と
す
る
。
）

　
「
歳
入
」
は
地
方
交
付
税
に
よ
る
。

「
歳
出
」
は
．

　
議
員
報
酬
改
定
に
よ
る
補
正
増
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
万
一
千
円

　
特
別
職
給
与
改
定
に
よ
る
補
正
増
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九
万
一
千
円

　
教
育
長
給
与
改
定
に
よ
る
補
正
増
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
万
円

議
第
2
号

　
松
代
町
議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費

　
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
。

　
（
議
　
長
　
月
額
　
八
万
九
千
円

　
　
副
議
長
　
月
額
　
七
万
三
千
円

　
　
議
　
員
　
月
額
　
六
万
五
千
円

　
　
に
改
定
　
一
月
一
日
か
ら
適
用
）

　
　
費
用
弁
償
（
日
当
一
日
に
つ
き
）

　
　
は
一
、
二
〇
〇
円
改
定
　
四
月
一

　
　
日
か
ら
適
用

議
第
3
号

　
松
代
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
町
　
長
　
月
額
　
三
四
万
円

　
　
助
役
月
額
二
七
万
一
千
円

　
　
収
入
役
　
月
額
　
二
五
万
六
千
円

　
　
に
改
定
　
一
月
一
日
か
ら
適
用
）

議
第
4
号

　
松
代
町
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与

　
及
び
勤
務
時
間
等
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

　
い
て
。

　
（
給
与
月
額
　
二
三
万
五
千
円
に
改

　
定
一
月
一
日
か
ら
適
用
）

来
春
の
開
校
を
め
ざ
し

　
　
工
事
進
む
統
合
中
学
校

　
昭
和
五
十
四
年
四
月
の
開
校
を
目
ざ

し
、
昨
年
七
月
か
ら
工
事
を
進
め
て
い

る
統
合
中
学
校
校
舎
建
築
は
、
昨
年
末

ま
で
に
今
年
度
予
定
分
の
二
、
二
三
四

平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
い
て
四
階
ま
で
コ

ン
ク
リ
ー
ト
打
設
が
完
了
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
寒
風
の
中
、
特
別
教
室
4
、

普
通
教
室
H
、
そ
の
他
7
の
計
雅
室
を

含
む
管
理
、
特
別
、
普
通
教
室
棟
の
サ

ッ
シ
取
付
け
、
内
部
の
木
工
事
、
左
官

工
事
等
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
各
室
に
は
電
気
暖
房
が
設
備
さ
れ
、

昭
和
五
十
三
年
度
分
（
一
、
八
一
七
平

方
メ
ー
ト
ル
）
と
合
わ
せ
四
億
二
千
五

五
〇
万
を
投
じ
る
も
の
で
、
工
期
は
合

年
の
十
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て
お

り
、
寄
宿
舎
（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ニ

階
建
、
約
一
、
二
九
五
平
方
メ
i
ト
ル
）

も
今
年
中
に
は
建
築
さ
れ
る
予
定
で
す
。

恵
ま
れ
ぬ
気
象
条
件
に
も
か
か
わ
ら
ず

概
ね
計
画
ど
お
り
工
事
が
進
ん
で
い
る

か
ら
、
来
春
の
開
校
が
合
か
ら
ま
た
れ

ま
す
。
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高
齢
者
（
65
才
以
上
）
人
ロ

ユ3

7
％
へ
上
昇

　
昭
和
5
0
年
に
行
な
わ
れ
た
国
勢
調
査

の
結
果
と
町
が
独
目
に
行
な
っ
た
人
口

調
査
の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
当
町
の
今
回
調
査
に
よ
る
結
果
は
、

人
口
八
、
二
七
三
人
で
、
前
回
昭
和
45

年
に
比
し
て
一
、
四
六
七
人
、
一
五
・

一
％
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　
年
令
別
に
み
ま
す
と
、
0
～
14
オ
の

年
少
人
口
が
一
、
六
九
九
人
で
二
〇
・

五
％
、
15
～
餌
オ
の
生
産
年
令
人
口
が

六
五
・
八
％
、
6
5
オ
以
上
の
老
年
人
口

が
一
、
一
三
〇
人
で
二
二
・
七
％
を
占

年令別・男女別人ロ構成

め
て
い
ま
す
。
新
潟
県
の
年
令
別
割
合

（
年
少
人
口
　
三
〇
・
六
％
、
生
産
年

令
人
口
六
七
・
一
％
、
老
年
人
ロ
九
・

六
％
）
と
く
ら
べ
る
と
、
老
年
人
口
の

割
合
が
大
き
く
、
高
齢
者
社
会
へ
の
進

行
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
年
少
人
口
（
0
～
1
4
オ
）
の
割
合
が

低
下
し
、
生
産
年
令
人
ロ
、
老
年
人
口

の
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
く
傾
向
が
今

後
も
続
く
と
す
れ
ば
1
0
年
後
に
は
老
年

人
口
（
6
5
オ
以
上
）
の
割
合
は
2
0
％
近

く
に
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
減
少
に

伴
う
青
少
年
教
育
問
題
と
、
増
加
に
よ

る
高
齢
者
対
策
、
老
後
の
生
活
を
皆
ん

な
で
考
え
て
行
く
必
要
が
あ
る
も
の
と

思
い
ま
す
。
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農
業
就
業
人
ロ
は

　
　
大
幅
な
減
少

産業（3部門）別就業者の推移

　　　　　　（昭和25年～50年）

　実数　　　　　　　割合
　
昭
和
5
0
年
の
拒
オ
以
上
就
業
者
四
、

七
六
三
人
の
産
業
別
就
業
人
口
を
み
ま

す
と
、
も
っ
と
も
多
い
の
は
農
業
の
三
、

一
二
〇
人
（
六
五
・
五
％
・
）
、
次
い
で

サ
ー
ビ
ス
業
の
五
〇
二
人
（
一
〇
・
五

％
）
建
設
業
の
四
八
二
人
（
一
〇
・
一

％
）
、
卸
売
業
・
小
売
業
の
三
〇
五
人

（
六
・
四
％
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
4
5
年
と
比
較
す
る
と
、
農
業
（
九

二
九
人
、
二
二
・
九
％
）
の
大
幅
な
減

少
と
建
設
業
（
二
八
二
人
、
一
四
一
％
）

の
大
幅
な
増
加
が
目
立
ち
ま
す
。

　
第
一
次
産
業
（
農
業
）
の
就
業
者
数

は
昭
和
45
年
～
5
0
年
の
五
年
間
に
九
二

四
人
（
二
二
・
八
％
）
が
減
少
。

　
第
二
次
産
業
（
建
設
業
・
製
造
業
）

は
五
年
間
に
三
三
五
人
（
一
一
九
・
六

％
）
の
増
加
。

　
第
三
次
産
業
（
卸
小
売
業
．
サ
ー
ビ

ス
業
・
公
務
・
金
融
保
険
業
な
ど
）
は

五
年
間
で
三
一
人
（
二
・
九
％
）
の
減

少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
男
女
別
に
み
ま
す
と
、
男
は
第
一
次

産
業
が
一
、
五
五
六
人
（
五
七
・
四
％
）

第
二
次
産
業
が
五
一
三
人
（
一
八
・
九

％
）
、
第
三
次
産
業
が
六
四
〇
人
（
二

三
・
七
％
『
）
、
女
は
第
一
次
産
業
が
一
、

五
七
〇
人
（
七
六
・
四
％
）
、
第
二
次

産
業
が
一
〇
二
人
（
五
％
）
、
第
三
次

産
業
が
三
八
二
人
（
一
八
・
六
％
）
と

な
り
、
第
一
次
産
業
の
就
業
者
数
で
初

め
て
女
が
男
を
上
回
っ
た
点
が
注
目
さ

れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
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一
世
帯
あ
た
り
人
員
は

　
　
　
　
　
　
　
三
・
九
八
人

　
昭
和
5
0
年
の
普
通
世
帯
数
は
一
、
九

な
り
ま
し
た
。

進
行
し
て
い
ま
す
。

な
り
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
　
用

　
　
5
0

　
　
●

　
　
年

　
　
4
5

　
　
和

　
　
昭

　
　
　

九
九
世
帯
、
人
員
は
七
、
九
六
四
人
で

一
世
帯
あ
た
り
人
員
は
三
・
九
八
人
と

　
世
帯
規
模
縮
少
の
傾
向
は
、
昭
和
3
0

年
以
降
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
、
一
世
帯
人

員
は
昭
和
3
0
年
の
五
・
九
人
か
ら
昭
和

35

年
に
は
五
・
四
九
人
、
昭
和
4
0
年
に

は
四
・
九
一
人
、
昭
和
4
5
年
に
は
四
・

三
七
人
と
減
少
を
続
け
、
小
家
族
化
が

　
世
帯
人
員
分
布
を
み
る
と
、
3
人
世

帯
（
一
九
・
二
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、

次
い
で
4
人
世
帯
（
一
八
・
六
％
）
、
2

人
世
帯
（
一
八
・
三
％
）
、
5
人
世
帯

（
一
七
・
七
％
）
、
六
人
世
帯
（
一
三

二
二
％
）
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
特
に

2
人
世
帯
の
割
合
が
45
年
に
く
ら
べ
か

　
若
年
層
の
流
出
、
出
生
率
の
低
下
に

伴
う
0
～
1
4
オ
人
口
の
減
少
と
老
年
人

口
の
増
大
に
よ
り
、
人
口
の
老
年
化
が

進
ん
で
き
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
0
～

普通世帯の世帯人員別割合 14

オ
人
口
の
減
少
は
当
町
の
将
来
の
経

済
活
動
の
潜
在
的
可
能
性
を
せ
ば
め
る

と
と
も
に
、
こ
の
世
代
が
生
産
年
令
人

口
に
進
ん
だ
時
、
こ
れ
ら
世
代
へ
の
経

済
的
負
担
は
も
と
よ
り
、
精
神
的
負
担

の
度
合
も
今
日
以
上
に
大
き
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
問
題

は
、
高
年
齢
者
の
就
労
対
策
及
び
福
祉

行
政
と
と
も
に
、
松
代
町
だ
け
で
な
く

農
山
村
の
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
行
く

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
翁

　
　
5
0

　
　
、　（昭和45年

1和50年

L昭和45年

獅

2

15

1

鰹
…
　

部落別人ロ及ぴ世帯数

【
D
　
　
　
　
O

郡内各町村の人ロ

町村名 50年人口 45年人口 増減数 増減率 前回増減率

東頸城郡 35，349人 41，465人 △6，116人 △14．7％ △14．2％

安　塚　町 6，473 7，479 △1，006 △13．4 △14．9

浦川原村 5，197 5，810 △　613 △10．5 △　9．5

松　代　町 8，273 9，740 △1，467 △15．1 △14．0

松之山町 5，930 7，473 △1，543 △20．6 △18．0

大　島　村 4，344 5，018 △　674 △13．4 △15．9

牧　　　村 5，132 5，945 △　813 △13．7 △11．6

　　区　分

字　名

昭和4　5年 昭和5　0年 人口増減

世帯
人　　　　　口

帯数
人　　　　口

人口 比　率
総数 男 女 総数 男 女

松　　代

小荒戸
太　　平
菅　　刈
田　　沢

442
36

　27

49
33

1β07
168
120
220
173

903
　79
　55

U2
88

904
89
65

108
85

473
35
33
45
32

1，830

　139
　148
　190
　132

929
67
66
92
64

901
72
82
98
68

　　23
△　29
　　28
　　30
　　41

　　1．27
△17．26
　23．33

∠コ3．64
△23．70

小屋丸
池之畑
下　　山
千　　年

23
23
36
86
25

86
106
183
389
130

47
58
86

177
63

39
48
97

212
67

17
21
33
83
20

　1

97
145
346
92

　9

49
69

152
47

22
48
76

194
45

35

9
3
8
4

3
3
8

△40．70
△8．49

△20．77

△11．05
△29．23

会　　沢
清　　水
桐　　山
蓬　　平

44
70
49
78
　8

189
305
192
369
41

90
144
100
183
21

99
161
92

186
20

40
60
39
727

168
231
149
332
36

　9

105
75

162
16

89
126
74

170
20

　　21
　　74
△　43
△　37
△　　5

△11．11

△24．26
△22．40

△10．03

△12．20

海　　老
犬　　伏
孟　　地

片桐山
“　　　　　　　“

45
86
28
14
23

195
382
116
74

104

106
193
64
45
56

89
189
52
29
48

36
86
26

9
1
9

135
380
99

　38

　67

69
210
55
22
39

66
170
44
16
28

　　60
　　　2

△　　17

△　36
△　　37

△30．77

△0．52
△14．66
△48．65
△35．58

中　　子
苧　　島

田野倉
仙　　納
田　　代

9
3
2
5

9
3
6
4

7

35
144
241
166
180

20
65

126
76
89

15
79

115
90
91

8
29
5
3
3
0
3
6

　24

119
212
134
124

13
57

109
63
63

U
6
2
1
0
3
7
1
6
1

△　　11

△　25
△　29
△　32
△　　56

△31．43
△17．36
△12．03
△19．28
△31．11

　　　平
小　　貫

諏訪峠
寺　　田

46
15
24
57
38

190
68
98

241
139

99
34
48

129
68

91
34
50

112
71

39
13
14
49
24

15
53
39

185
　72

8
2
8
1

7
9
2
3
7

72
25
22
93
35

△　40
△　　15

△　　59

△　56
△　　67

△21．05

△22．06
△60．20

△23．24

△48．20

蒲　　生
儀　　明
福　　島

奈良立
室　　野

127
85
45
20

218

535
379
194
84

902

281
196
94
44

419

254
183
100
40

483

112
88
38
20

196

　1

401
151
　72

747

1
2

27
　75
　35

352

202
174
76
37

395

△114
　　22
△　43
△　　1

△155

△21．31

　　5．80
△22．16

△14．29
△17．18

　　　所

　濁
　峠
木和田原

37
28
58
55

165
115
277
238

80
62

142
116

85
53

135
122

31

12
55
39

52
237
153

29
122
72

60
23

115
81

△　43
△　　63

△　40
△　　85

△26．06

△54．78

△14．44
△35．71

計 2261 9740 4β584β8 2ρ72 8，273 4」464」27△1467 △15．06
（5）
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農
業
者
年
金
の
制
度
が
昭
和
四
十
六

年
に
発
足
し
て
か
ら
す
で
に
七
年
が
経

過
し
、
当
松
代
町
に
お
い
て
も
、
二
月

現
在
八
百
二
十
名
あ
ま
り
の
人
が
加
入

し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
五
十

一
年
か
ら
は
経
営
移
譲
年
金
の
支
給
が

始
ま
り
、
四
十
三
名
の
人
が
給
付
を
受

け
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
ま
だ
加
入
す
る
資
格
を
持

ち
な
が
ら
加
入
手
続
き
を
と
っ
て
お
ら

れ
な
い
人
が
か
な
り
み
う
け
ら
れ
、
ま

た
制
度
が
徹
底
し
て
ゆ
き
わ
た
っ
て
い

な
い
た
め
に
、
六
十
オ
に
到
達
し
た
時

点
で
経
営
を
移
譲
す
る
こ
と
が
で
き
な

く
な
り
、
そ
の
結
果
経
営
移
譲
年
金
の

受
給
が
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
っ
た
事

態
も
お
こ
っ
て
お
り
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
こ
う
し
た
事
態
を

防
止
し
、
加
入
者
全
員
に
経
営
移
譲
年

金
を
受
給
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
農

業
者
年
金
の
制
度
の
概
略
を
説
明
い
た

し
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
経
営
移
譲
を

な
さ
れ
る
方
に
は
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
し
、
ま
だ
加
入
さ

れ
て
お
ら
れ
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
｝

日
も
早
く
加
入
手
続
き
を
取
ら
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
農
業
者
年
金
の
取
扱
窓
口
は
農
協
に

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
く
わ
し
く
は

農
協
ま
た
は
農
業
委
員
会
に
御
相
談
下

さ
い
。〃

農
業
者
年
金
に

　
　
　
加
入
で
き
る
人
は
〃

　
農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る
人
は
、

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
で
、
五

十
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
を
耕
作
し
て
い

る
経
営
主
（
当
然
加
入
資
格
者
）
及
び

三
十
ア
ー
ル
以
上
五
十
ア
ー
ル
未
満
の

経
営
主
と
五
十
ア
ー
ル
以
上
の
経
営
主

の
後
継
者
（
任
意
加
入
資
格
者
）
で
す
。

そ
し
て
い
ず
れ
も
二
十
年
以
上
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
当

然
加
入
で
は
満
四
十
ニ
オ
、
任
意
加
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俗

で
は
満
四
十
オ
に
達
す
る
と
加
入
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　
今
年
加
入
し
な
い
と
給
付
を
受
け
ら

れ
な
く
な
る
人
は
、
昭
和
十
一
年
生
の

当
然
加
入
資
格
者
と
昭
和
十
三
年
生
の

任
意
加
入
資
格
者
で
す
の
で
、
該
当
者

は
誕
生
日
が
来
る
前
に
農
協
で
加
入
手

続
き
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
農
業
者
年
金
加
入
者
は
原
則

と
し
て
一
世
帯
一
名
（
経
営
主
）
で
す

が
、
親
が
当
然
加
入
し
て
い
る
場
合
は

そ
の
子
は
後
継
者
と
し
て
任
意
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

“
い
く
ら
納
め
て
、
い
く
ら
も
ら
え
る
か
”

　
保
険
料
は
、
昭
和
五
十
三
年
一
月
分

か
ら
十
二
月
分
ま
で
は
月
額
二
千
八
百

七
十
円
、
昭
和
五
十
四
年
一
月
分
か
ら

は
月
額
三
千
二
百
九
十
円
で
す
が
一
年

分
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
割
引
き
に
な

り
ま
す
。

保険料納付済期間別年金額（昭和52年7月から適用）（参考）

　
い
く
ら
も
ら
え
る
か
は
次
表
の
と
お

り
で
す
が
、
農
業
者
年
金
は
物
価
ス
ラ

イ
ド
制
を
と
っ
て
お
り
ま
す
の
で
物
価

が
上
昇
に
応
じ
て
年
金
額
も
改
訂
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
次
頁
へ
続
く
）

保険料 60～64歳 65 歳 以 降

経営移譲年金 農　業　者 年　金 国　　民 年　　金 計

納付済期間 経営移譲年． 一
一
者 老齢年
　　　「

附加年金
　　　D

老齢年金
　　E

B十C十D十E

5年 341，306q 34，10㌍ 42，70押 12，00岬 321，60伊 410，40伊

6 364，100 36，400 51，200 14，400 332，100 434，100

7 386，800 38，700 59，700 16，800 342，600 457，800

8 409，600 41，000 68，300 19，200 353，100 481，600

9 432，300 43，200 76，800 21，600 363，600 505，200

10 455，100 45，500 85，300 24，000 374，100 528，900

11 477，900 47，800 93，900 26，400 384，700 552，800

12 500，600 50，100 102，400 28，800 395，200 576，500

13 523，600 52，400 110，900 31，200 405，700 600，200

14 546，100 54，600 119，500 33，600 416，200 623，900

15 568，900 56，900 128，000 36，000 426，700 647，600

20 682，700 68，300 170，700 48，000 512，000 799，000

25 853，300 85，300 213，300 60，000 597，300 955，900

30 1，024，000 102，400 256，000 72，000 682，700 1，113，100



〃
経
営
移
譲
の

　
　
　
　
　
　
方
法
は
〃

　
経
営
移
譲
の
方
法
は
、
後
継
者
に
移

譲
す
る
場
合
と
第
三
者
に
移
譲
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
の
後
継
者

は
、
三
年
以
上
何
ら
か
の
形
で
農
業
に

従
事
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
な
お
後

継
者
へ
も
第
三
者
へ
も
移
譲
で
き
な
い

人
に
対
し
、
農
協
が
受
託
経
営
を
検
討

中
で
す
。

　
ま
た
経
営
移
譲
を
す
る
場
合
、
移
譲

日
か
ら
数
え
て
一
年
前
の
日
を
基
準
日

と
い
い
、
基
準
日
に
は
目
分
の
農
地
が

最
低
三
十
ア
ー
ル
以
上
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
親
か
ら
の
相
続
登
記
を
し
て

い
な
か
っ
た
り
贈
与
を
受
け
て
い
な
か

っ
た
た
め
に
基
準
日
に
三
十
ア
ー
ル
以

上
に
な
ら
ず
、
従
っ
て
経
営
移
譲
が
遅

れ
、
も
ら
え
る
額
の
経
営
移
譲
年
金
を

全
部
も
ら
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と

い
う
事
態
も
最
近
お
こ
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
必
ず
五
十
九
オ
の
誕
生
日
ま
で

に
三
十
ア
ー
ル
以
上
の
目
己
名
義
の
農

地
を
確
保
し
て
お
い
て
下
さ
い
。

〃
経
営
移
譲
の

　
　
　
　
　
手
続
き
は
〃

　
ま
ず
農
業
委
員
会
で
農
地
の
処
分
を

行
な
い
。
そ
の
後
農
協
に
裁
定
請
求
書

（
経
営
移
譲
年
金
を
も
ら
う
た
め
の
請

求
書
）
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〃
離
農
給
付
金
を

　
　
　
も
ら
え
る
人
は
〃

　
離
農
給
付
金
は
、
制
度
発
足
当
時
す

で
に
年
令
そ
の
他
の
要
件
で
農
業
者
年

金
に
加
入
で
き
な
か
っ
た
人
に
対
し
、

そ
う
い
っ
た
人
が
離
農
す
る
場
合
に
支

度
金
と
し
て
給
付
し
よ
う
と
す
る
制
度

で
す
。
従
っ
て
農
業
者
年
金
に
加
入
し

て
三
年
以
上
経
過
し
た
人
は
も
ち
ろ
ん

当
然
加
入
資
格
を
有
し
な
が
ら
農
業
者

年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
人
に
対
し
て

も
給
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
給
付
金
の
額
は
現
在
、
大
正
五
年
一

月
一
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
で
五
十
ア

ー
ル
以
上
の
目
己
名
義
の
農
地
の
あ
る

人
が
離
農
す
る
場
合
は
百
二
十
五
万
円
、

そ
の
他
の
人
で
支
給
要
件
に
該
当
す
る

人
は
五
十
四
万
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
昭
和
五
十
五
年
五
月
十

五
日
ま
で
の
時
限
立
法
で
あ
り
、
ま
た

支
給
額
も
大
き
い
の
で
離
農
し
よ
う
と

す
る
人
で
支
給
要
件
に
該
当
す
る
人
は

で
き
る
だ
け
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
早
め
に
農
業
委
員
会

に
御
相
談
下
さ
い
。

保
健
衛
生
シ
リ
ー
ズ
⑳

松
代
町

　
　
死
亡
統
計
に

　
　
　
　
　
　
つ
い
て

，
5
2
年
1
月
1
日
よ
り
5
2
年
12
月
3
1
日

ま
で
に
死
亡
し
た
7
4
名
に
つ
い
て
1
人

－
人
死
亡
原
因
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。

　
死
亡
原
因
の
第
－
位
は
心
臓
病
で
2
2

人
、
二
八
・
四
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

第
2
位
は
脳
卒
中
で
19
人
、
二
五
・
七

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
第
3
位
は
が
ん

で
1
7
人
、
二
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

第
4
位
は
老
衰
で
9
人
、
十
二
・
二
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
第
5
位
は
目
殺
で

3
人
、
四
・
一
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
全
国
の
死
亡
順
位
で
は
、
－
位
脳
卒

中
、
2
位
が
ん
、
3
位
心
臓
病
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
52
年
度
は
松
代
町
で
は

心
臓
病
が
－
位
を
占
め
ま
し
た
。
成
人

病
（
脳
卒
中
・
が
ん
・
心
臓
病
）
の
占

め
る
割
合
は
、
松
代
町
で
は
七
七
・
一

％
と
大
き
な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
年
令
別
に
み
て
み
ま
す
と
7
0
オ
ま
で

に
3
0
人
も
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に

目
だ
つ
の
は
が
ん
の
死
亡
者
で
17
人
の

う
ち
7
人
が
5
0
代
の
死
亡
者
で
す
。
5
0

代
と
い
え
ば
働
き
ざ
か
り
の
年
代
で
す
。

家
族
の
悲
し
み
は
言
い
が
た
い
も
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
が
ん
は
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
大

切
で
す
。
目
覚
症
状
が
な
く
て
も
毎
年

検
診
を
受
け
て
健
康
を
確
認
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
が
ん
の
検
診
は
、
松
代

町
で
は
胃
の
集
団
検
診
と
婦
人
科
検
診

を
申
込
制
で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
毎
年
の
申
し
込
み
者
が
少
な
く
、
ま

た
受
け
る
人
に
か
た
よ
り
が
み
ら
れ
ま

す
。
胃
集
団
検
診
で
は
、
受
診
者
四
七

一
人
の
う
ち
六
六
人
の
要
精
検
者
が
い

ま
す
。
そ
の
う
ち
五
二
人
が
男
性
で
占

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
い
わ
い
が
ん
の

人
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
胃

潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
等
で
す
ぐ
治
療

を
必
要
と
す
る
人
も
多
勢
見
つ
か
っ
て

い
ま
す
。
胃
が
ん
の
検
診
は
半
年
に
一

回
は
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
せ
め
て
一
年
一
回
の
検
診
は

ぜ
ひ
受
け
て
、
目
分
の
健
康
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

52年死亡原因
　　　　　　表1
その他　　　5．5％
目　殺（3人）4．1％

老　衰（9人〉12．2％

が　ん
　　　　23　％（17人〉

脳卒中
　　　　25．7％（19人〉

心臓病
　　　　28．4％（22人〉

表2

52
年
年
令
別
死
亡
原
因

漸圭児 乳児 幼児 e．10 1～20Z～3031～ 41～ 5ユ《60 1～7071～ 81身 計

心　臓　病 1 2 4 9 6 22
脳　卒　中 1 2 6 4 6 19
が　　　ん 7 4 6 17
老　　　衰 1 3 5 9
目　　　殺 1 2 3
肺　　　炎 2 2
気管支喘息 1 1
腎・肝膿瘍 1 1

計 1 1 1 12 15 24 20 74
（7）



（8）
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⑨

附
加
保
険
料
で

　
　
　
　
　
豊
か
な
老
後

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
生
活
環
境

の
改
善
や
医
療
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、

い
ま
や
世
界
で
も
指
折
り
の
長
寿
国
に

な
り
ま
し
た
。
長
寿
は
大
変
に
お
め
で

た
い
こ
と
で
す
が
、
手
ば
な
し
で
喜
ん

で
ば
か
り
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
長
く

な
っ
た
老
後
を
い
か
に
過
す
か
が
、
だ

れ
に
と
っ
て
も
大
き
な
問
題
で
す
。
と

こ
ろ
で
、
皆
さ
ん
は
国
民
年
金
に
〃
附

加
保
険
料
制
度
〃
の
あ
る
事
を
ご
存
じ

で
し
ょ
う
か
。
こ
の
附
加
保
険
料
制
度

は
「
も
う
少
し
多
く
の
保
険
料
を
掛
け

て
も
よ
い
か
ら
、
よ
り
高
い
年
金
を
受

け
た
い
」
と
言
う
加
入
者
か
ら
の
要
望

に
応
じ
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
附

加
保
険
料
は
一
ケ
月
四
〇
〇
円
で
定
額

保
険
料
二
、
二
〇
〇
円
と
い
っ
し
ょ
に

納
め
る
事
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
将

来
の
老
令
年
金
に
納
付
月
一
ケ
月
に
つ

戸
籍
の
窓
口
か
ら

き
二
〇
〇
円
を
加
算
し
た
年
金
が
受
け

ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
定
額
保
険
料
を

二
五
年
納
め
た
場
合
、
老
令
年
金
は
四

二
六
、
七
〇
〇
円
で
す
が
、
附
加
保
険

料
も
納
め
て
い
る
と
年
金
額
は
六
〇
、

○
○
○
円
増
額
さ
れ
、
合
計
四
八
六
、

七
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
二
五
年
納
め

た
附
加
保
険
料
の
総
額
は
、
一
二
〇
、

○
○
○
円
で
、
年
金
を
二
年
間
受
け
る

と
、
い
わ
ゆ
る
〃
も
と
〃
が
取
れ
る
わ

け
で
す
。
こ
う
し
て
み
ま
す
と
附
加
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
は
、
大
変
に
有
利

な
投
資
と
言
え
ま
し
ょ
う
。
な
お
、
附

加
保
険
料
に
は
、
保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
人
を
除
い
て
、
だ
れ
で
も
希

望
す
れ
ば
加
入
出
来
ま
す
。
あ
な
た
も

附
加
保
険
料
を
納
め
て
長
い
老
後
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

一
問
］
答
戸
籍
の
知
識
⑤

戸
籍
と
除
籍
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戸
籍
は
わ
れ
わ
れ
に
非
常
に
…

な
じ
み
の
深
い
も
の
で
あ
る
け
…

れ
ど
も
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
…

う
な
も
の
を
戸
籍
と
い
う
の
か
。
…

ま
た
、
除
籍
と
い
う
こ
と
も
聞
…

く
が
そ
れ
は
戸
籍
と
ど
の
よ
う
”

に
違
う
の
か
。
　
　
　
　
　
　
髄
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「
戸
籍
と
は
、
人
の
身
分
関
係
を

時
間
的
に
、
か
つ
、
動
的
に
記
録
し

た
公
文
書
で
あ
る
。
」
と
い
わ
れ
て

い
る
。
こ
の
定
義
を
更
に
細
か
く
分

析
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。
す
な
わ
ち
「
記
録
し
た
公

文
書
」
は
、
記
録
さ
れ
た
情
報
と
記

録
す
る
た
め
の
紙
と
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
記
録
す
る
た
め
の
紙
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
「
紙
」

そ
の
も
の
が
戸
籍
な
の
で
は
な
い
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
　
戸
籍
と
し
て
真
に
重
要
な
の
は
、

　
「
情
報
」
な
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も

情
報
そ
れ
の
み
で
は
戸
籍
と
い
う
こ

と
が
で
き
な
い
。
正
し
く
は
「
人
の

身
分
関
係
を
時
間
的
、
か
つ
、
動
的

に
把
握
し
た
情
報
と
、
そ
の
情
報
を

記
録
す
る
た
め
の
媒
体
と
し
て
の
紙

の
両
者
が
相
ま
っ
て
、
は
じ
め
て
戸

籍
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
」
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
情
報
を
記
録
す
る
媒

体
を
紙
に
限
定
す
る
必
要
は
な
く
、

媒
体
は
、
情
報
そ
の
も
の
が
正
し
く
、

か
つ
、
永
続
的
に
記
録
さ
れ
る
も
の

で
あ
れ
ば
良
い
、
と
結
論
づ
け
ら
れ

る
。　

右
に
述
べ
た
「
情
報
プ
ラ
ス
媒
体
」

と
い
う
戸
籍
に
納
め
ら
れ
て
い
る
う

ち
の
一
個
の
情
報
が
、
そ
の
人
の
死

亡
、
婚
姻
等
に
よ
っ
て
、
そ
の
戸
籍

内
に
お
い
て
不
要
に
な
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
を
称
し
て
「
除
籍
す
る
」

と
い
う
。
更
に
、
そ
の
戸
籍
そ
の
も

の
が
活
き
て
い
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
そ
の
戸
籍
内
に
記
録

さ
れ
て
い
る
者
（
こ
れ
を
在
籍
し
て

い
る
、
と
い
う
）
の
す
べ
て
が
除
籍

さ
れ
て
い
た
り
、
他
市
町
村
に
戸
籍

を
移
す
（
こ
れ
を
「
管
外
転
籍
」
と

い
う
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
市

町
村
で
は
そ
の
戸
籍
を
必
要
と
し
な

く
な
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
の
こ
と

も
「
除
籍
」
と
い
う
。
そ
し
て
一
般

に
「
除
籍
」
と
い
う
と
き
に
は
、
こ

の
後
者
の
場
合
を
さ
し
て
い
る
の
で

あ
る
。

一
月
受
付
分
　
（
受
付
順
）

淳
つ
二
ん
蔑

お
め
で
と
う
耐
髄

井
上
太
平
・
福
井
雪
子
　
寺
田
和
泉
屋

襲砦　
　
　
　
父
等

笠
原
千
里
　
　
　
二
女
　
小
荒
戸
又
七

　
　
　
　
母
利
枝
子

　
　
　
　
父
修
平

井
上
真
吾
　
　
　
長
男
　
寺
田
仙
納
平

　
　
　
　
母
千
代
子

　
　
　
　
父
春
男

小
堺
清
治
　
　
　
二
男
　
儀
明
ご
ん
ね
ん

　
　
　
　
母
恵
子

　
　
　
　
父
秀
敏

山
岸
ゆ
み
子
　
　
二
女
　
東
山
　
林

　
　
　
　
母
ト
モ
イ

　
　
　
　
父
鉄
司

五
十
嵐
孝
志
　
　
二
男
　
会
沢
　
坂
中

　
　
　
　
母
貞
子

　
　
　
　
父
和
家

柳
亜
希
子
　
　
　
二
女
　
松
代
　
大
下

　
　
　
　
母
恵
美
子

　
　
　
　
父
久
夫

柳
　
和
徳
　
　
　
長
男
　
犬
伏
治
郎
善

　
　
　
　
母
ゆ
み
子

　
　
　
　
父
鋼
一

関
　
浩
志
　
　
　
長
男
　
室
野
や
ま
に

　
　
　
　
母
キ
ヨ
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

若
月
カ
ノ
　
ノ
八
オ
　
田
代
　
中
屋

樋
口
孫
蔵

小
堺
ナ
ヲ

菅
井
ヨ
キ

中
村
ク
マ

若
山
正
信

市
川
瀧
蔵

鈴
木
幸
栄

柳
　
ム
メ

山
岸
金
治

※

七五五七四六八七八
六九五五八九三五三
オオオオオオオオオ

峠松松松蒲清名蓬松
　代代代生水平平代

羽
黒

水
上

山
佐
屋

儀
平

七
右
工
門

平
八

寺
之
下

大
門

坂
の
下

先
月
分
お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う
の
柳
東
一

三
千
代
の
二
男
「
龍
こ
は
「
竜
こ
の
誤
り
で

す。

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

人ロのうこき

　　2月1日現在

世帯数　1，965←一2）

人口男　3，845（一6）
　女3，928（±0）

　計7，773（一6）

0
　
0
　
0

ヱ
　
　
　
ワ
の

亡
出
計

死
転
減

8
　
6
　
4

　
　
1

生
入
計

出
転
増



使
う
火
を
消
す
ま
で
離
す
な
目
と
愈

　
暖
冬
一
変
、
厳
し
い
冷
え
込
み
の
な

か
で
迎
え
た
二
月
…
…
暖
房
器
具
な
ど

で
〃
火
〃
を
多
く
使
う
季
節
で
す
が
、

な
ん
と
い
っ
て
も
〃
火
〃
に
対
す
る
不

注
意
．
不
始
末
か
ら
火
災
の
多
く
発
生

す
る
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
次
の
こ
と

が
ら
を
も
う
一
度
家
族
で
話
し
合
い
、

こ
の
冬
み
ん
な
で
防
火
に
つ
と
め
ま
し

ょ
＞
つ
。

▲
ス
ト
ー
ブ
の
側
に
洗
た
く
物
を
干
す

　
の
は
危
険

ス
ト
ー
プ
の
上
に
ロ
ー
プ
を
張
り
洗
た

く
物
を
乾
か
し
て
い
る
場
景
を
よ
く
見

か
け
ま
す
が
、
こ
の
洗
た
く
物
に
火
が

移
り
火
災
が
発
生
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い

の
を
ご
存
知
で
す
か
？
　
ス
ト
ー
ブ
の

側
に
燃
え
や
す
い
も
の
は
絶
対
置
か
な

い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

▲
外
出
前
、
就
寝
前
に
は
必
ず
火
の
元

　
を
確
か
め
よ
う
！

ガ
ス
の
元
コ
ッ
ク
、
ア
イ
ロ
ン
の
コ
ン

セ
ン
ト
、
コ
タ
ッ
の
火
…
…
面
倒
な
よ

う
で
も
〃
も
う
一
度
〃
確
か
め
る
習
慣

を
。

▲
寝
た
ば
こ
は
絶
対
や
め
て
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
ば
こ
、
主
に
火
災
原
因
で
す
。
く
わ

え
た
ば
こ
や
寝
た
ば
こ
は
や
め
、
た
ば

こ
の
吸
い
が
ら
は
完
全
に
消
し
て
下
さ
い
。

▲
消
火
器
を
備
え
て
あ
り
ま
す
か
？

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
消
火
器
や
水

バ
ケ
ッ
、
風
呂
水
の
た
め
お
き
な
ど
消

火
用
水
は
常
に
用
意
を
！

▲
老
人
や
子
供
か
ら
避
難
さ
せ
よ
う
！

家
族
な
ど
が
留
守
で
一
人
の
時
死
亡
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
こ
と
か
ら
、
幼
児
・

老
人
等
を
放
置
し
て
外
出
し
な
い
こ
と
。

止
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
は
隣
近
所

に
声
を
か
け
る
注
意
を
。
又
、
万
一
に

備
え
て
早
く
避
難
で
き
る
部
屋
を
就
寝

場
所
に
選
ん
で
下
さ
い
。

　
火
に
十
分
注
意
す
る
と
共
に
、
い
ざ

火
災
が
発
生
し
た
際
は
、
初
期
消
火
、

確
実
な
通
報
、
周
囲
へ
の
連
絡
、
避
難

路
の
確
認
な
ど
落
ち
着
い
た
行
動
を
と

れ
る
よ
う
日
頃
か
ら
こ
う
し
た
訓
練
を

身
に
つ
け
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
頸
消
防
署
）

申
告
は
お
早
め
に

　
　
　
　
　
　
　
多
～
　
三
月
十
五
日
ま
で

☆
　
所
得
税

　
昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
と
納
税
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
期
間
は
二
月
十
六
日
か
ら
三
月

十
五
日
ま
で
で
す
。
三
月
十
五
日
間
近

に
な
り
ま
す
と
税
務
署
が
大
変
混
雑
し

待
ち
時
間
が
多
く
な
り
ま
す
か
ら
、
お

早
め
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

☆
贈
与
税

　
贈
与
税
は
、
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で

の
一
年
間
に
、
六
十
万
円
を
超
え
る
財

産
を
個
人
か
ら
も
ら
っ
た
人
に
か
か
る

税
金
で
す
。
親
な
ど
か
ら
財
産
（
預
金
、

株
券
、
土
地
、
建
物
な
ど
）
を
も
ら
っ

た
と
き
な
ど
、
つ
い
、
う
っ
か
り
忘
れ

ii

か
ち
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
贈
与
税
の
申
告
と
納
税
は
、
二
月
一

日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で
で
す
か
ら
、

該
当
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

■

■

■

　
次
の
よ
う
な
も
の
に
は
贈
与
税
が
か

か
り
ま
せ
ん
。

①
法
人
か
ら
も
ら
っ
た
財
産
（
こ
れ
に

　
は
所
得
税
が
か
か
り
ま
す
。

②
親
な
ど
か
ら
必
要
の
つ
ど
も
ら
っ
た

　
生
活
費
や
教
育
費

③
社
交
上
の
香
典
や
贈
答
品
な
ど
で
常

　
識
的
な
範
囲
内
の
も
の

　
　
　
　
　
　
　
…
…
な
ど
で
す
。

”
防
災
標
語
”

。
火
に
注
意
　
火
事
は
す
べ
て
を

　
灰
に
す
る

　
　
　
　
　
　
桐
山
小
　
寺
崎
菜
穂
子

・
寝
る
前
に
　
確
か
め
ま
し
た
か

　
火
の
始
末

　
　
　
　
　
　
室
野
小
　
佐
藤
　
祐
子

・
毎
日
の
　
明
る
い
明
日
は

　
火
の
始
末
か
ら

　
　
　
　
　
　
峠
　
小
　
横
尾
　
雅
子

7
▼
9
9
，
▼
，
，
9
7
6
冒
◎
，
9
■
7
－
9
▼
，
亨
3
0

自
動
車
の
登
録
は

長
岡
で
で
き
ま
す

ー
県
陸
運
事
務
所

　
　
　
長
岡
支
所
を
開
設
t

　
新
潟
陸
運
事
務
所
で
は
、
左
記
に
よ

り
長
岡
支
所
を
開
設
し
ま
す
。

　
こ
れ
は
県
内
の
目
動
車
数
の
増
加
に

対
処
す
る
た
め
、
従
来
長
岡
に
所
在
し

て
い
た
車
輔
第
二
課
（
長
岡
検
査
所
）

を
長
岡
支
所
に
改
め
、
主
に
上
越
、
中

越
地
区
に
所
在
す
る
自
動
車
に
つ
い
て
、

従
来
の
検
査
業
務
の
ほ
か
に
登
録
業
務

も
取
り
扱
う
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
今
後
は
、
松
代
町
に
所
在

す
る
目
動
車
に
つ
い
て
は
、
長
岡
支
所

で
登
録
申
請
が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。　

ま
た
、
県
目
動
車
税
事
務
所
も
同
時

に
長
岡
支
所
を
開
設
し
、
目
動
車
税
及

び
目
動
車
取
得
税
の
申
告
書
の
受
付
等

の
業
務
が
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
記

◎
業
務
開
始
日

　
　
昭
和
5
3
年
2
月
2
0
日

（
月
曜
日
）

◎
場
　
所

。
陸
運
事
務
所

　
　
長
岡
市
摂
田
尾
町
字
外
川

　
　
　
　
　
　
　
二
六
四
番
地
一

　
　
電
話
　
長
岡
（
〇
二
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
－
一
一
三
一

・
目
動
車
税
事
務
所

　
　
長
岡
市
摂
田
尾
町
字
外
川

　
　
　
（
長
岡
目
動
車
会
館
内
）

　
　
電
話
　
長
岡
（
〇
二
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
1
一
＝
二
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（



支
芸　

し
ぶ
み
句
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
石
先
生
選

　
　
　
　
　
　
1
2
月
B
日
於
紅
茶
居

黒
姫
に
初
雪
あ
り
て
里
晴
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

咳
こ
み
し
父
に
老
い
た
る
姿
み
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

き
つ
つ
き
の
あ
と
壁
板
の
穴
ふ
さ
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

藁
買
い
を
拒
み
積
み
肥
造
り
居
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

時
雨
る
る
や
女
人
夫
の
川
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

暖
か
き
枯
草
に
伸
ぶ
冬
日
影

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

冬
陽
浴
び
冬
季
分
校
開
か
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

踏
め
ば
鳴
る
枯
野
は
深
き
霜
を
置
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

冬
ざ
れ
の
鶏
足
山
の
た
た
ず
ま
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

浜
よ
り
の
松
苗
届
く
霜
日
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

．
落
葉
松
の
梢
に
止
り
寒
が
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

薄
明
り
し
て
来
て
窓
は
雪
あ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

初
雪
や
池
を
廻
り
て
イ
タ
チ
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煩
　
史

初
雪
の
降
り
て
草
木
を
囲
い
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
男

“ミ￥’ご
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　ψ
　●
’
4
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ど
　
じ
よ
う

泥
鱈
ほ
る
棚
田
は
ぬ
く
し
三
四
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

雪
か
む
り
社
の
森
は
明
る
さ
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

暖
冬
の
師
走
の
町
に
宣
伝
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

山
よ
り
来
し
目
動
車
の
み
な
雪
の
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

　
席
題
　
「
闇
　
汁
」

闇
汁
は
い
つ
も
の
顔
の
十
二
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

”
俳
句
”
松
代

　
　
　
　
　
　
　
　
本
柳
常
三
郎

は
が
た
め
の
栗
の
甘
さ
や
七
十
年

大
晦
日
嫁
の
手
際
の
へ
ず
な
ま
す

孫
負
い
て
娘
正
月
里
帰
り
き

節
分
の
豆
い
る
匂
ひ
門
ご
と
に

ひ
い
ら
ぎ
の
葉
の
と
げ
鬼
も
こ
わ
が
り

て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯

大
物
も
数
煮
込
み
あ
り
闇
汁
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柄

闇
汁
や
何
よ
り
大
き
も
の
入
り
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

大
輪
切
り
し
て
大
根
の
闇
汁
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公

稲
妻
の
一
本
走
る
闇
の
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

口
を
あ
く
魚
も
あ
り
て
闇
の
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静

三
十
種
越
す
闇
汁
や
十
二
人

大
鍋
の
一
株
主
の
闇
の
汁

雷
や
み
て
闇
汁
は
今
盛
り
な
り

闇
汁
や
ナ
メ
コ
の
お
化
け
口
火
傷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貞
　
水

垂
る
」
汁
も
の
と
も
せ
ず
に
闇
の
汁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
善
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悠
　
歩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
熊
　
男

明
る
い
と
盛
り
に
く
い
事
　
闇
の
汁

冬の感電事故にご注意！ク

　　　　　東北電力からのお願い

　
雪
お
ろ
し
の
時
は
引

込
線
や
ト
ラ
ン
ス
な
ど

に
雪
を
あ
て
な
い
よ
う

に
。
ま
た
、
電
線
や
ト

ラ
ン
ス
に
近
寄
ら
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
レ
Z

ゲ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
ん

寒
　
　
z
　
　
一

　
　
　
〃
　
　
　
』

　
　
　
〆
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

巾
さ
あ
！
み
ん
な
で
楽
し
も
う
喜

　
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
練
習
を
4
月

か
ら
左
記
に
よ
り
行
な
い
ま
す
。

　
思
い
っ
き
り
体
を
動
か
し
、
み
ん
な

で
汗
を
流
し
、
楽
し
み
ま
せ
ん
か
…
。

　
　
　
　
　
記

☆
日
　
時
　
4
月
か
ら
毎
週
木
曜
日

　
　
　
　
　
午
後
七
時
～
九
時
三
〇
分

☆
場
　
所
　
松
代
小
学
校
体
育
館

☆
申
込
み
　
町
総
合
セ
ン
タ
ー
ヘ

　
　
　
　
　
（
T
E
L
七
－
二
三
〇
一
）

　
三
月
十
五
日
ま
で
に
お
申
込
み
下
さ

　
い
。

2
月
2
6
日

　
　
　
　
　
　
（
第
四
日
曜
日
）

町
内
㊤
疎
大
会

◇
日
時
　
2
月
2
6
日
　
8
時
3
0
分
よ
り

◇
会
場
　
松
代
小
学
校
体
育
館

◇
種
目

　
　
団
体
戦
　
4
シ
ン
グ
ル
ス

　
　
　
　
　
　
ー
ダ
ブ
ル
ス

　
　
個
人
戦
　
青
年
の
部
　
3
5
オ
未
満

　
　
　
　
　
　
壮
年
の
部
　
3
5
オ
以
上

　
　
　
　
　
　
女
子
の
部

　
町
卓
球
協
会
主
催
に
よ
る
第
1
2
回
大

会
で
す
。
多
数
の
チ
ー
ム
、
皆
さ
ん
の

参
加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。


